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不整合電荷密度波におけるソリトン



















2. incommensurate(不整合 )相 :Aとaの間に1のような関係が存在せず,格子との相互作
用が無視できる場合｡
































型のノ､ミル トニアンにより表わされる｡8) 我々は(2)のノ､ミル トニアンのそれぞれの電場
o≦ ef< 弓h








示している)0 ef- 0･2とすることにより確かに 27｢ ソリトン型の励起が得られる｡ ノ､ミ
ル トニアンが位相 ¢に対して 27Tの周期性をもつため,基底状態が無限に縮退しており,この
27r- ソリトンはとなりあった基底状態をっなぐものとして準安定に存在するOそのため図に
示されるように ef- 0に戻した後も,このソリトンは残る.














が図3である. 高電場 (ef= 3efh)においては, 明らかな振動部分がみられるがその周期は
ちょうど位相の平均値 (空間平均 )が 27E増加するのに要する時間と一致する｡ 低電場 (ef=
1.56fh)においても, 同様な振動が得られるが,その様柏はかなり複雑である.この差は,
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